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出典：（財）麻薬・覚せい剤乱用防止センター資料、米国DEAホームページ、厚生労働省ホームページ、千葉県警察ホームページ、税関報道発表資料、「vaping.com」ホームページ、
「weedmaps.com」ホームページ

MDMA

アンフェタミン型合成麻薬の一種で、通
常は錠剤。色や形は様々なものが見られ
る。強い依存性があり、視覚、聴覚を変
化させ、幻覚症状などの障害を引き起こ
すと共に興奮作用を併せ持つ。

コカイン

「コカ葉」に含まれる成分から抽出・精製した植物
由来薬物。無色ないし白色の粉末で、主に鼻から直
接吸引する。ヘロインと並んで、依存性・中毒性の
最も強い薬物の一つであるが、覚醒剤と比較して作
用時間が短いのが特徴である。コカインに重曹と少
量の水を加えて加熱処理したものは「クラック」と
呼ばれる。

コカ葉

化学的に合成された薬物で、一般的にメタンフェ
タミン及びアンフェタミンの2種類を指す。結晶
状（粉末）、錠剤型、液剤等、形状は様々。主に、
あぶり（熱して吸煙）や静脈注射により乱用され
ている。繰り返し使用するうちに、中枢神経に異
常をきたし、幻覚や妄想に脅かされる。強い依存
性を有し、大量に摂取することで、死に至る場合
もある。

覚醒剤

ＬＳＤ

幻覚、幻聴、時間感覚の欠如
等、強烈な幻覚作用がる合成
薬物。極少量で非常に強い幻
覚作用などが生ずるため、水
溶液を紙片等に染み込ませて
使用されることが多い。他に
も錠剤、カプセル、ゼラチン
等の形状が存在する。

指定薬物は、医薬品医療機器等法(医機法)において、
所持や輸入等が規制されている物質のこと。一方、危
険ドラッグとは、指定薬物や規制薬物（覚醒剤や大麻
等）、その他未規制物質を利用して、あたかも合法で
あるかのような形状にした物品全般を指す一般用語で
ある。指定薬物の規制に当たっては、類似構造を持つ
様々な物質を規制するため「包括指定」の仕組みを導
入した。

指定薬物・危険ドラッグ
大麻

「大麻草」から作られる植物由来の薬物で、テトラヒドロカ
ンナビノール（THC）が有効成分。世界中で最も広く乱用
されており、精神依存性を有する。大麻草の成熟した茎及び
その製品（樹脂を除く）、大麻草の種子及びその製品は、大
麻取締法の規制対象から除外されている。一部の国で合法化
が進んでおり、関連製品が多様化している。

乾燥大麻

大麻種子

大麻食品濃縮大麻 喫煙具
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１．規制されている主な薬物



２．法規制と罰則
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◆ 国際条約：「麻薬3条約」

麻薬に関する単一条約
（単一条約/１９６１年採択）

向精神薬に関する条約
（向精神薬条約/１９７１年採択）

麻薬類等の生産・製造・所持・販売制限、輸出入の免許制度、
国際麻薬統制委員会の設置等を規定した条約。それまで各国が
個別に締結していた多数の麻薬類等の取締りに関する国際条約
や協定等を一本にまとめ、整理統合したものである。

単一条約が規制の対象とした麻薬（大麻、あへん）以外の幻
覚剤、鎮痛剤、覚醒剤、睡眠薬及び精神安定剤等の乱用を防止
し、国際的な規模での統制を図るために締結された条約。日本
では、同条約批准のため、「麻薬取締法」及び「向精神薬取締
法」を、「麻薬及び向精神薬取締法」に改正した。

単一条約及び向精神薬条約に規定されていない麻薬類等の不
正取引、不正製造等に用いる原材料・器具の製造・分配行為、
マネー・ローンダリング等の処罰、不正に製造・栽培される麻
薬原料の監視等を内容とする条約。日本では、同条約批准のた
め、「国際的な協力の下に規制薬物に係る不正行為等を助長す
る行為等の防止を図るための麻薬及び向精神薬取締法等の特例
等に関する法律（麻薬特例法）」を制定した。

麻薬及び向精神薬の不正取引の防止
に関する国際連合条約

（麻薬新条約/１９８８年採択）

大麻取締法
※成熟した茎・種子
及びその製品を除く

覚醒剤取締法 麻薬及び向精神薬取締法

あへん法
※吸引具を含む

麻薬特例法

麻薬五法

◆「麻薬新条約」の批准に合わせて、１９９１年に制定。薬物犯罪の
経済的側面に焦点を合わせ、不法利益のはく奪と世界的規模の薬物
犯罪取締りの国際的協力を図ることを目的とする。

◆概要
① マネー・ローンダリング及び

その他薬物犯罪の不正利益に関する処罰規定
② 銀行預金等の無形財産の没収
③ 没収・追徴を確実にするための対象財産の確保
④ 不正利益のはく奪を担保するための薬物犯罪を業とする行為

の処罰規定
⑤ 外国の没収裁判の執行の共助
⑥ コントロールド・デリバリーを実施するための

関係法律にかかる特例措置導入
⑦ 薬物犯罪による不法利益にかかる金融機関の

疑わしい取引の届出義務

医薬品医療機器等法（指定薬物）

◆ 国内：「麻薬五法」・「医薬品医療機器等法」

出典：「麻薬・覚せい剤行政の概況 ２００９年１２月」厚生労働省監視指導・麻薬対策課



規制対象物 法令・法条 罰則

覚醒剤

覚醒剤
取締法

第41条
（第13条）

（非営利） 1年以上の有期懲役

（営利）
無期若しくは3年以上の懲役、

または情状により罰金併科（1,000万円以下）

覚醒剤原料
第41条の3

（第30条の6第1項）

（非営利） 10年以下の懲役

（営利）
1年以上の有期懲役、

または情状により罰金併科（500万円以下）

乾燥大麻、
大麻樹脂

大麻
取締法

第24条
（第4条）

（非営利） 7年以下の懲役

（営利）
10年以下の懲役、

または情状により罰金併科（300万円以下）

あへん、
けしがら

あへん法
第51条
（第6条）

（非営利） 1年以上10年以下の懲役

（営利）
1年以上の有期懲役、

または情状により罰金併科（500万円以下）

ヘロイン

麻薬及び
向精神薬
取締法
（麻向法）

第64条
（第12条第1項）

（非営利） 1年以上の有期懲役

（営利）
無期若しくは3年以上の懲役、

または情状により罰金併科（1000万円以下）

コカイン、
モルヒネ,
MDMA、LSD

第65条
（第13条第1項）

（非営利） 1年以上10年以下の懲役

（営利）
1年以上の有期懲役、

または情状により罰金併科（500万円以下）

向精神薬
第66条の3
（第50条の8）

（非営利） 5年以下の懲役

（営利）
7年以下の懲役、

または情状により罰金併科（200万円以下）

◆ 麻薬特例法に係る主な規制対象及び罰則

◆ 医薬品医療機器等法に係る規制対象及び罰則

規制対象 違反形態 罰 則

●ヘロイン等の輸入・輸出・製造・製剤・小分け・譲渡・譲
受・交付（麻向法６４条、６４条の２）

左記に掲げ
る行為を業と
して行った場
合（第5条）

無期又は５年以上の懲役
及び１０００万円以下の罰金

●ヘロイン等以外の麻薬の輸入・輸出・製造・製剤・小分
け・譲渡・譲受（麻向法６５条、６６条）

●麻薬原料植物栽培（麻向法６５条）

●向精神薬の輸入・輸出・製造・製剤・小分け・譲渡（麻向
法６６条の３、６６条の４）

●大麻の栽培・輸入・輸出・譲渡、譲受（大麻取締法２４
条、２４条の２）

●けしの栽培、あへんの採取、あへん又はけしがらの輸
入・輸出・譲渡・譲受（あへん法５１条、５２条）

●覚せい剤の輸入・輸出・製造・譲渡・譲受（覚せい剤取
締法４１条、４１条の２）

薬物犯罪収益等の取得・処分の事実の仮装、隠匿 第6条第1項
５年以下の懲役若しくは３００万
円以下の罰金又はこの併科

薬物犯罪収益等の収受 第7条
３年以下の懲役若しくは１００万
円以下の罰金又はこの併科

規制薬物としての輸入・輸出 第8条第1項
３年以下の懲役又は５０万円以
下の罰金

規制薬物としての譲渡・譲受・受交付・所持 第8条第2項
２年以下の懲役又は３０万円以
下の罰金

薬物犯罪収益等隠匿・収受の罪の実行又は規制薬物を
濫用することを、公然、あおり、又は唆し（そそのかし）

第９条
３年以下の懲役又は５０万円以
下の罰金

規制対象 違反形態 罰 則

指定薬物の医療等の用途以外での製
造、輸入、販売、授与、所持、購入、譲
受、使用（第76条の4）

左記規定に違反
した者（第84条）

（非営利）3年以下の懲役若しくは300万円以
下の罰金又はこの併科

（営利）5年以下の懲役若しくは500万円以下
の罰金又はこの併科

◆ 麻薬五法

２．法規制と罰則
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関税法

関税法第69条の１１第1項（輸入してはならない貨物）

〇 麻薬類及び向精神薬
〇 大麻
〇 あへん及びけしがら（吸引具を含む）
〇 覚醒剤
※政府が輸入するもの及び他の法令の規定により輸入することができる場合は除かれる。

関税法第109条第1項

10年以下の懲役若しくは3千万円以下の罰金に処し、
又はこれを併下する。

密輸入
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出典：R3警察白書
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３．国内の薬物事犯検挙状況の推移

検挙件数 15,219 14,325 14,135 12,020 12,124
検挙人員 10,457 10,113 9,868 8,584 8,471
検挙件数 3,439 3,965 4,687 5,435 6,015
検挙人員 2,536 3,008 3,578 4,321 5,034
検挙件数 784 840 862 945 1,081
MDMA等合成麻薬 86 107 122 178 372
コカイン 364 392 434 482 412
ヘロイン 3 19 14 13 6
その他 331 322 292 272 291
検挙人員 412 409 415 457 562
MDMA等合成麻薬 38 42 50 82 201
コカイン 142 177 197 205 188
ヘロイン 0 9 10 6 6
その他 232 181 158 164 167
検挙件数 11 12 6 4 11
検挙人員 6 12 1 2 12
検挙件数 19,453 19,142 19,690 18,404 19,231
検挙人員 13,411 13,542 13,862 13,364 14,079

注１：本表の数値には、各薬物に係る麻薬特例法違反の検挙件数・人員の数値を含む。

注２：本表の薬物事犯は、覚醒剤事犯、大麻事犯、麻薬及び向精神薬事犯並びにあへん事犯をいい、犯罪統計による。

覚醒剤事犯

大麻事犯

麻薬及び向精
神薬事犯

あへん事犯

合計

　 H28 H29 H30 Ｒ元 Ｒ２
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４．不正薬物の摘発件数と押収量（税関全体）

6



Nagoya Customs

航空機旅客 航空貨物 船員等

海上貨物 国際郵便物
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４．不正薬物の摘発件数と押収量（覚醒剤）
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４．不正薬物の摘発件数と押収量（大麻等）



５．税関による摘発事例（海上貨物）
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炭に隠匿された覚醒剤を摘発

トルコ共和国から到着した海上コンテナ貨物
を検査したところ、炭に隠匿された覚醒剤を
発見し、摘発しました。

（令和3年11月、東京税関）
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５．税関による摘発事例（航空貨物）
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① ②
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５．税関による摘発事例（国際郵便物）
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③②①



６．税関からのお願い
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〇輸入者名を騙った輸入申告

・実在する輸入者の輸入者符号を無断使用

・連絡先は輸入者の電話番号ではなく、別の電話番号

〇輸入者を騙して輸入者名で輸入申告

〇輸入者を騙して輸入者の貨物の一部として輸入申告

・輸入者には正規の貨物であるとして説明

・貨物全部あるいは一部の配送先が通常とは異なる。
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【税関と名古屋税関保税会の歴史】

2022年（令和4年）

1937年：名古屋税関設置
(昭12年10月1日）

1872年：税関名称統合
(明5年11月28日）

＜65年＞

＜40年＞

＜85年＞

1977年：名古屋税関保税会発足
(昭52年5月24日）

＜45年＞

＜150年＞
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令和元年5月
MOU締結


